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カ1ワット，積算熱出力量 474.7W.hr，延運転時間

644.7時間で，また中性子発生装置の延運転時間は29.49

時間であった。科学技術庁による昭和62年度原子炉施

設定期検査は昭和62年4月 6--8日および昭和62年度

保安規定遵守状況調査は昭和63年5月26，27日に行われ，

無事合格した。本報では昭和62年度の定期的に実施し

ている環境放射能調査などの結果について報告する。

個人管理

2.1 健康診断

原子力研究所原子炉施設保安規定による従事者，放

射線障害予防規定に基づく放射線作業従事者および随

2. 

まえがき

近畿大学原子力研究所における昭和62年4月より昭

和63年3月までの1年間の放射線管理の結果を報告す

る。昭和62年4月における放射線作業従事者(保安規

定による従事者も含む)は原子力研究所および理工学

部，薬学部，農学部などの教員48名.X線作業従事者

等13名，卒業研究のため原子炉施設利用の理工学部学

生17名，障害防止法に係る随時立入者として理工学部

学生など84名(京大原子炉実験所などへの外部派遣学

生を含む)計162名が放射線管理の対象となった。

昭和62年度1年間の原子炉の運転状況は，最高熱出

1. 

数

区 分 作 業 従 事 者 随時立入者

昭和62年4月 昭和62年10月 昭和62年4月 昭和62年10月
検査年月

教職員 ナ品ι 生 教職員 子;u.z.一 生 子;u.一b 生 ~孟~ 生

数血球白

9000以上 4 1 4 2 2 

5000-9000 44 12 38 9 56 46 

4000-5000 11 4 15 7 23 22 

(}mm3) 4000未満 。 。 。 。 。 4 

計 59人 17人 57人 17人 81人 74人

球血白第1表

マt
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森嶋他:放射線管理

第2表赤血球数

区 分 作 業 従 事 者 随時立入者

昭和62年4月 昭和62年10月 昭和62年4月 昭和62年10月
検査年月

教職員 Aラ主ユゐ 生 教職員 A守孟t 生 ヲA孟d与- 生 学 生

赤車数
550以上 3 1 3 11 9 
450-550 5 11 44 11 63 56 
400-450 53 2 11 2 6 8 

(万/mm3) 400未満 。 1 

計 59人 17人 57人 17人 81人 74人

第3表血色素量

区 分 作 業 従 事 者 随時立入者

昭和62年4月 昭和62年10月 昭和62年4月 昭和62年10月
検査年月

教職員 子お主'- 生 教匙職員 $ 生 子;u.t.一 生 子;u.t. 生

霊自
16.0以上 9 1 。 1 14 17 

14.0-16.。 39 16 16 3 57 43 

12.0-14.。 11 。 35 8 9 13 

(g/dZ) 12.0未満 。 。 6 5 

計 59人 17人 57人 17人 81人 74人

第4表白血球百分率

区 分 作 業 従 事 者 随時'立入者

検査年月
昭和62年4月 昭和62年10月 昭和62年4月 昭和62年10月

教職員 Aザ主主ーb 生 教職員 学 生 子;u.t. 生 子A孟ゐ 生

好 中 球 45.7-71.9% 45.9-72.1% 44.3-75.9% 34.7-73.2% 42.5-84.8% 34.7-87.8% 

好 酸 球 0.1-7.2 0.7-7.4 0-12.9 0.2--6.3 0.3-5.1 0.1--6.2 

好塩基球 0-0.2 0-0.1 。 。 0-0.4 。
リンパ球 20.3-50.8 4J.5-49.7 20.3-47.8 17.1-58.9 11.8-54.3 10.6-49.9 

単 球 2.0-6.6 2.9-4.8 2.0-7.1 2.9-6.9 2.4-6.9 2.2-6.1 

大型非染色球 0--0.2 ，0 0-0.3 0-0.2 0-0.3 0-0.3 

第5表個人被ばく線・量*

25ミリレム 25--49 50--99 100--150 150ミリレム
員十
総被ばく線量 l人平均被ばく

区分 期 間 以 下 ミリレム ミリレム ミリレム 2J. 上 (人・レム) 線量 (レム)

教職員学生教職員学生教職員学生教職員学生教職員学生教職員学生 教職員 学生 教職員 学生

昭4和~626年月 人61 人17 人0 人O 人0 人O 人0 人O 人0 人0 人61 人17 0.525 0.085 0.0086 0.0050 

車鰐i i 徒 7--9月 58 17 1 。 1 O 。。。O 60 171 0.610 0.085 0.0102 0.0050 
10--12月 571 17 2 O 。。。O 。O 59 171 0.555 0.085 0.0094 0.0050 
昭l和~633年月

59 17 。O 。。。O 。O 59 171 0.530 10.085 0.0090 0.0050 
** 昭和62年度 391 17 。。20 O 2 。。。611 17 2.220 0.340 0.0364 0.0200 

随時立入者 ** 昭和62年度 84 。 O 。 。一 84 -1 1.680 0.0200 

* "10ミリレム以下H は5ミリレムとして集積したロ **年間被ばく線量。
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第6表過去十年間の原子炉施設における従事者の被ばく線量分布

j可年¥¥度¥¥作¥¥¥業被者3区f¥分量く¥沿放射布¥¥線等

0.5レム 1.5レム 2.5レム 総被ばく
平均被ば

0.5レム 以上 以上 以上 5 レム -@.ヨ、 計 線量

未満 1.5レム 2.5レム 5 レム 以 上 (人) (人・
く線量

未満 未満 未満 レム)
(レム)

自社員 12 。 。 O 。 12 0.825 0.07 

昭和53年度 以自社員外 。 。 。 O 。 。 。 。
メE、Z 計 12 。 。 。 。 12 0.825 0.07 

自社員 14 O 。 。 。 14 0.905 0.07 

昭和54年度 以自社員外 8 。 。 。 。 8 0.091 0.01 

{:} 計 22 。 。 。 。 22 0.996 0.05 

自社員 10 O 。 。 。 10 0.630 0.06 

昭和55年度 以自社員外 7 O 。 。 。 7 0.081 0.01 

メ口当、 計 17 。 。 。 O 17 0.711 0.04 

自社員 14 O O 。 。 14 0.791 0.06 

昭和56年度 以自社員外 13 O 。 。 。 13 0.155 0.01 

ぷに入ヨ 計 27 O 。 O O 27 0.946 0.04 

自社員 18 。 O 。 。 18 1.005 0.06 

昭和57年度 以自社外員 10 。 。 O 。 10 0.105 0.01 

{:} コ 計 28 。 。 。 。 28 1.110 0.04 

自社員※ 55 。 。 。 。 55 1.750 0.03 

昭和58年度 以自社員外 9 。 。 。 。 9 0.010 0.00 

メEL3 計 64 。 O O O 64 1.760 0.03 

自社員 59/58 。 。 。 。 59/58 1.750 0.03 

昭和59※年※度 以自社外員 8/9 。 。 。 。 8/9 0.072 0.01 

メ口』 計 67 。 O 。 。 67 1.822 0.03 

自社員 36 。 。 。 。 36 1.230 0.03 

昭和60年度 以自社外員 4 。 。 。 。 4 0.115 (}I.03 

メEL3 百十 40 O 。 。 。 40 1.345 0.03 

自社員 30 。 。 。 。 30 1.065 0.04 

昭和61年度 以自社員外 4 。 。 。 。 4 0.090 0.02 

メ~ 計 34 。 。 。 。 34 1.155 0.03 

自社員 36 O O 。 。 36 1.530 0.04 

昭和62年度 以自社員外 3 。 O 。 。 3 0.020 0.01 

{:} 計 39 。 。 。 O 39 1.550 0.04 

科尚子工炉子原部学工理尚子本hり
。
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森嶋他:放射線管理

時立入者に対する健康診断のうち，血液検査は従来通 TLDとする)またはポケット線量計を補助線量計と

り年2回，大阪血清微生物研究所に測定を依頼して行 して行った。フィルムバッジは広範囲用 (X，γ，β

った。その結果を第1--4表に示した。とれによると 線)，中性子線用あるいは γ線用が用いられ，作業者

白血球数において 3，000--4， 000jmm3 の範囲の者が の利用頻度により 1月間あるいは 3月間毎に被ばく線

若干名いたが，個人的な変動差の範囲で，再検査では 量の測定を業者に依頼している。フイ Jレムバッジおよ

生理学的変動の範囲に戻った。赤血球数 350--400万 び線量計などによる 3月間の個人被ばく線量を第5表

jmm3の者は低血色素性貧血で放射線被ばくによると に示した。乙れによると 3月間および年間の個人被ば

思われる異常とは認められなかった。その他皮膚，爪 く線量はそれぞれ最高 80mreri1 (0.80 mSv) および

の異常および水晶体の混濁などについても放射線被ば 100mrem (1.00mSv) で最大許容被ばく線量に達し

くによると思われる異常はなかった。 た者はなく，中性子線用フイノレムバッジによる測定で

は検出限界以上のものは皆無であった。昭和62年1年

2.2 個人被ばく線量の管理 問の 1人平均被ばく線量は放射線作業従事者について

個人被ばく線量の測定は昨年度までと同様にフイノレ は教職員および学生それぞれ0.0364rem(0.364mSv) 

ムバッジを主に，必要に応じて熱鐙光線量計(以下 および0.0200rem (0.200mSv)，随時立入者は 0.0200

第7表各施設における月間集積線量 単位:ミリレム

昭和62年 昭和63年 年 間
担，Ij 定 位 置

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 集積線量

T く10 10 60 50 20 120 
原子炉遮蔽タンク上部

60 70 80 く10 90 く10 560+3X 

fen く10く10く10く10く10 10 20 10 く10く10 く10 く10 40+9X 

原
原子炉室入口

γ く10く10く10く10く10く10 く10く10く10く10 く10 く10 12X 

fen く10く10く10く10く10 <10 く10く10く10く10 く10 く10 12X 

子

中性子源照射室入口
T く10 く10く10 く10く10く10く10 20 く10く10く10 く1020+11X 

fen く10 く10 く10 く10く10 10 
炉

く10く10 く10く10 く10 60 70+10X 

T く10 く10
核燃料物質取扱場所

く10 く10く10 く10く10く10 く10 く10く10 く10 12X 

施
f e n く10 く10 く10 く10く10 10 く10く10く10く10く10く1010十llX

T く10く10
核燃料物質保管場所

く10 く10く10 く10 く10 く10く10 く10 く10く10 12X 

設 fen く10 く10 く10 く10く10 く10 く10く10 く10く10く10く10 12X 

コントロール室
T く10く10く10 く10く10 く10 く10 く10く10く10 く10く10 12X 

fen く10く10く10く10く10 <10 く10 く10く10く10 く10く10 12X 

カ日 速 器 操 作 室 く10く10く10く10く10く10 く10 <10 く10く10 <10 く10 12X 

H-l室 <10 く10く10く10く10 <10 く10く10 く10く10く10く10 12X 
RI 
ト
実 H-2室 く10く10く10く10 <10 く10く10く10 く10く10く10く10 12X 
レ 験 L-l室 <10 く10く10く10く10く10く10く10 く10 く10く10く10 12X 
室

サ L-2室 く10く10く10く10く10く10 く10く10 く10く10く10 く10 12X 

R 1 貯蔵室前，廊下 く10く10く10 く10く10 く10く10く10く10 く10く10 く10 12X . 
加 排 気 機 械 室 く10 く10く10 く10く10 く10く10く10 く10 く10く10く10 12X 
速
排 水 ポ フ。 室 く10 く10く10く10く10 く10 く10く10く10く10く10く10 12X 

器
ン

棟 L 1 室 外 壁 く10 く10く10 く10く10く10 く10 く10く10く10く10く10 12X 

く10
廃棄物保管場所

く10く10 く10く10 く10 く10 く10く10く10く10 <10 12X 

く10 く10く10 く10く10 く10 <10 く10く10く10 く10 く10 12X 

周辺監視区域境界(4ケ所) く10 く10く10く10く10く10 く10く10く10く10く10 <10 12X 

原子炉運転延熱出力 (W・h) 4.02 8.79 54.4 58.0 0.64 110.3 51.7 59.0 48.7 23.4 50.6 5.09 474.7 
し

- 60ー
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原子炉施設およびトレーサー・加速器棟における空

間γ線線量率の測定は電離箱式エリアモニタによる

連続測定および記録の他，電離箱式サーベィメータ

(Aloka製 ICS-I0l および ICS~151 など)， GM管式

サーベィメータ (Aloka製 TGS-113など)を用い

て行った。また平均 γ線線量率は個人被ばく線量測

定用のフィルムバッジおよび TLD(松下電器産業側

製， UD-200S， CaSOlTm))を用いて1ヶ月間の積

算線量から計算により求めた。

Vol. 25 (1988) 

rem CO.200mSv)であった。作業時の被ばく線量の

管理目標値，調査レベノレを乙えた場合は皆無で，原子

炉施設およびトレーサー・加速器棟における作業にお

いて内部被ばくの予想される事例はなかった。第6表

は過去10年間の原子炉施設における従事者の被ばく線

量分布(年間)を示したもので，従事者全員の平均年

間被ばく線量の最高値は 0.07rem (0.7 mSv)であっ

たが，年々減少している。乙れは，昭和58年度より卒

業研究のため施設を利用する学生も従事者に区分し，

含めているためと思われる。

3.1.1 7イルムバッジによる測定

第 7表にフイ Jレムバッジによる月間積算線量の測定

結果を示した。乙れによると原子炉施設内においては

最高は原子炉遮蔽タンク上部で，昭和62年9jJに月間

研究室管理3. 

空間線量率の測定3.1 

6・原子炉室排
気
機
械
室

T 

準
備
室

ω

測
定
室

ω

測
定
室
山

準
備
室

ω

i 原子炉 1 

¥r匂 7(上)
8 (下)

実

験

室

1・室ノ々モ機
械

室

-測定点

原子炉施設における T線線量率測定点第1図

単位 :μR/h

No. 調リ 定 個 所 変 動 範 囲 平 均 {直

モ ーー タ 室 5.04-- 9.01 7..54土1.03* 

2 コ ン ト ロ 一 lレ室 7.28--12.7 9.53:t 1.57 * 

3 原 子 タ戸 室 入 口 6.55--12.7 9.64:t 1.93 * 

4 核燃料物質保管場所 7.51--19.6 11.5 :t 3.25 * 

5 核燃料物質使用場所 11.4 --16.6 14.0 :t 1.93 * 

6 核燃料物質取扱場所 7.84--17.2 11.9 :t 2.75* 

7 原子炉遮蔽タンク上部 11.9 --88.3 48.6土30.5*

8 原子炉遮蔽タンク南下部 12.2 --108.6 52.8 :t34.2 * 

原子炉施設内における月間平均 γ線線量率の変動第8表

- 61-
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。昭和62年

4月

(μR/h) 

100 

Y

線

線

量

率

3月5月

(μR/h) 

20 

10 

Y
線

線

量

率

3月
昭和63年

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

第2-2図原子炉施設における空間r線線量率

トレーサー・加速器棟内における月間平均 γ線線量率の変動 単位 :μR/h

No. 調d 定 個 所 変 動 範 囲 年 平 均 値

1 R 実 験 室 10. 3--16.34 13.29:1: 1.79 * 
2 H 2 室 7.37--10.37 9.04:1: 0.84 

3 H 一 1 室 6.88--11.75 9.16土1.20

4 L 一 2 室 7.43--12.18 9.84:1: 1.42 

5 L 室 6.06--9.95 8.51:1: 1.03 

6 加 速 器 操 作 室 5.85--8.83 7.96土0.85

7 排 水 ポ ン プ 室 6.39--9.71 8.42:1: 0.93 

8 排 気 機 械 室 6.42--10.18 8.82土1.07

9 損'1 定 室 8.60--11.75 10.15:1: 0.77 

10 貯 蔵 室 前 26.7 -80.61 48.51土14.27

11 暗 室 8.29--11.36 10.14:1: 0.91 

12 廊 下 (H室前) 6.97--11.96 9.36土1.51

13 廊 下 (L室前) 5.73-9.16 8.08:1: 1.01 

14 放 射 線 管 理 室 6.32--9.81 8.35:1: 1.28 

15 汚 染 検 査 室 7.74-11.25 9.49:1: 0.99 

第9表

9
U
 

F
O
 

*標準偏差
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TLD による月間平均γ線線量率 (μR/h)は1月間

の積算線量 (mR)を設置時間で割り，計算した。原

子炉施設内8点(第1図)の月平均γ線線量率の1年

間の経時変動を第8表，第2図に示した。乙れによる

と原子炉室内においては原子炉稼働時間の多かった昭

和62年9月に高く，原子炉遮蔽タンク下部において最

高値 109μR/h(1.09μSv/h)を示した。トレーサー・

加速器棟15点(第3図)の月平均γ線線量率の変動を

表9表，第4図に示した。最高値は貯蔵室前の 80.6

μR/h (0.81μSv/h)であったが，その他は年平均値で

Vo1. 25 (1988) 

120mrem (1.2mSv)および年間の γ線の集積線量は

575mrem (5.75mSv) となった。 トレーサー・加速

器棟においては月間 γ線線量はいずれの場所におい

ても 10mrem以下，すなわち検出限界以下で，年間の

集積線量は検出限界以下を 5mremとして 60mrem

(0.6mSv)であった。中性子線量は中性子線用フィル

ムバッジによる測定で原子炉室内において月間最高

20 mrem (0.2 mSv)であった。

N十十

TLDによる測定3.1.2 

2F 

L-3lJJ2室IHー二l;;2室lお2室

1F -
4
 

J
V
1
4品目
円
H
H

測

室9・玄関110萱
tJ¥Yr霊 -測定点

室

トレーサー・加速器棟における r線線量率測定点第3図

(μR/h) 

15 

10 

5 

Y
線

線

量

率

3月
昭和63年
1月 2月

昭和62年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

第4-1図 トレーサー・加速器棟内における月間平均r線線量率

- 63ー

。



森嶋他:放射線管理
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第10表綜合モニタによる原子炉施設における放射線管理記録

損リ 定 項 目
昭和62年

4--6月

平均値 25.5 
原子炉室壁

最高値 81.0 

γエリア 平均値 46.8 
原子炉遮蔽タンク上部

(μR/h) 最高値 1191 

平均値 47.9 
原子炉遮蔽タンク下部

最高値 710 

排気口ダスト 3γ*1 平均値 3.90 

(10-12μCi/cm3) 最高値 11.9 

排気口ダスト α*1 平均値 0.057 

(10-12μCi/cm 3) 最高値 0.78 

排気口ガス 3γ*1 平均値 4.16 

(10-7μCi/cm3) 最高値 5.29 

水 3γ*2 平均値 8.86 

(10-6μCi/cm3) 最高値 9.24 

*1 天然、のラドンおよびトロン系の崩壊産物を含む
*2 廃液貯留槽A-2槽より綜合モニタによる測定
*3 廃液貯留槽A-4槽より採水法による測定
*4 原子炉運転休止時のパックグラウンドレベル

7--9月 10--12月

28.8 30.7 

229 574 

99.7 88.0 

1035 1030 

85.2 78.2 

815 753 

3.83 4.12 

6.93 6.08 

0.056 0.078 

0.64 0.34 

4.06 4.21 

5.63 4.43 

8.72 8.67 

8.96 8.96 

第11表原子炉施設におけるエリアモニタによる γ線線量率

原 子 炉 原 子 1戸
原子炉室西壁 実

遮蔽タンク上部 遮蔽タンク下部
測定年月

昭和63年

1--3月

29.1 

1196 

50.6 

1046 

57.1 

1046 

3.90 

8.47 

0.047 

0.65 

4.06 

5.32 

8.79 

10.6 

験 室

原子炉原子炉全平均原子炉原子炉 原子炉原子炉全平均原子炉原子炉全平均

運転中休止時 運転中休止時全平均運転中休止時 運転中休止時

昭和62年4月 418 15.6 24.8 245 29.3 34.5 49.5 25.9 26.3 17.0 15.1 15.1 

5月 214 16.6 26.5 156 29.3 35.3 45.7 26.0 26.7 16.9 15.4 15.5 

6月 533 18.7 89.2 297 28.5 66.9 52.0 26.6 30.2 16.5 14.3 14.4 

4--6月 426 17.0 46.8 249 29.0 45.6 49.9 26.2 27.7 16.7 15.1 15.2 

7月 703 18.9 108 410 28.6 78.7 57.2 26.3 30.3 15.0 14.2 14.3 

8月 139 18.7 19.4 197 30.7 31.9 109 26.9 27.6 14.7 15.1 15.1 

9月 843 18.7 178 571 32.3 136 70.2 28.3 36.2 20.0 17.2 17.7 

7--9月 729 18.8 99.7 472 30.6 81.1 67.1 27.2 31.3 17.8 15.5 15.7 

10月 594 17.5 82.5 385 30.2 71.1 61.3 29.2 32.6 19.9 17.4 17.6 

11月 641 16.4 99.9 413 29.7 81.1 101 30.1 34.4 19.5 17.2 17.5 

12月 763 15.6 81.9 486 30.2 71.4 71.7 30.1 33.4 18.5 16.1 16.1 

10--12月 667 16.5 88.0 429 30.1 74.5 79.8 29.8 33.4 19.3 16.9 17.1 

昭和63年1月 549 17.7 43.8 336 29.9 47.6 65.1 29.6 31.4 17.3 15.0 15.1 

2月 818 15.4 101 507 30.3 82.8 69.5 30.2 33.7 18.0 14.9 15.1 

3月 410 14.8 20.3 293 30.1 34.6 53.3 29.0 31.2 18.3 15.9 15.9 

1--4月 657 16.0 50.6 410 30.3 54.4 74.2 29.6 31.6 17.7 15.3 15.4 

年平均 608 17.4 78.2 383 29.9 67.1 65.6 27.7 30.8 17.9 15.8 16.0 

B.G.*4 

25.5 

17.4 

31.4 

3.82 

0.059 

4.08 

8.70 

(μR/hr) 

積算熱

出力量

(W・hr)

4.0203 

8.7925 

54.4470 

(67.2598) 

58.0303 

0.6364 

110.3413 

(169.0080) 

51.6929 

58.9554 

48.7000 

(159.3483) 

23.4329 

50.6019 

5.0891 

(79.1239) 

(474.7400) 



森嶋袖:放射線管理

ほぼ 14μR/h(O.14μSv/h)以下であった。とのγ線

線量率の最高値を示す場所で1週48時間作業したとし

ても最高で 3.9mR/W(39μSv/W)となり，作業場所

における許容レベル 100mR/W(1mSv/W)をはるか

に下廻っている。 RI実験室における γ線線量率が若

干高いのは RI貯蔵室に接する実験室のためその影響

3.1.3 連続放射線綜合モニタによる測定

原子炉施設およびトレーサー・加速器棟において

は，いずれも富士電機製造側製γエリアモニタ，ダス

トモニタ，ガスモニタ，水モニタを設置する連続放射

線綜合モニタにより放射線監視および連続記録を実施

している。

を受けているものと思われる。 原子炉室内の空間 γ線線量率の測定は電離箱式エ

リアモニタ(富士電機製，容量 5i)により行い，測

第12表 トレーサー棟の排気口における空気中放射性物質濃度
単位:10-12μCi/cm3 

s(γ) α 
測定年月

吸引中飽和値 吸引停止17時間後 吸引中飽和値 吸引停止17時間後

昭和62年4月 15.2~170( 70.3) 2.68~4.01(3.24) 1.39--5.01 (2.46) -1.04( <0.70) 

5月 49.1-170( 87.2) 2.68-4.01(3.33) 0.97-3.83(2.48) -0.70( <0.70) 

6月 35.7-152( 63.0) 2.85-4.46(3.68) 1.39-3.48(2.18) ~1.39( <0.70) 

7月 27.7-107( 69.0) 3.39-5.35(4.36) 1.18-3.41(2.37) -1.18( <0.70) 

8月 6.24~107( 43.9) 4.37-5.80(4.98) <0.70-3.48(2.56) -0.70(<0.70) 

9月 53.5-125( 76.6) 3.12-6.69(4.80) 1. 74-4.18(2.67) -4.87( <0.70) 

10月 31.2-250(114 ) 3.57-5.35(4.28) 1.95-5.92(3.57) -1.04(く0.70)

11月 87.4-323(141 ) 3.39-5.80(4.30) 2.85-6.96(4.37) -4.87(<0.70) 

12月 13.4-143( 88.0) 2.68-35.7(7.72) <0.70-5.57(3.90) -1.39( <0.70) 

昭和63年1月 44. 6--241 ( 99.4) 2.23-4.01(4.71) 2.23-7.66(3.53) -1.11( <0.70) 

2月 31.2-116( 68.6) 2.68-4.01(3.24) 1.04-4.87(2.97) -1.04( <0.70) 

3月 29.4-152( 82.5) 2.68-4.37(3.62) 2.23-5.29(3.14) -0. 70( <0.70) 

平均値 83.6:t25.5 * 4.36土1.23* 3.02:t0.69 * <0.70 

( )内月間平均値
*標準偏差

第四表管理区域(原子炉室)における全β空気中放射性物質濃度
単位:10-12μCi/cm3 

ダスト吸引中飽和値 吸引停止10時間後 吸引停止17時間後
年 月

原子炉運転中 休止時 原子炉運転中 休止時 原子炉運転中 休止時

昭和62年4月 67.9 70.1 4.50 4.24 2.86 2.71 

5月 61.2 95.8 4.23 4.09 2.65 2.35 

6月 61.7 65.5 3.89 3.86 2.35 2.64 

7月 59.5 64.7 3.25 3.97 2.05 2.47 

8月 65.3 71.0 3.88 3.78 2.66 2.23 

9月 53.9 75.5 2.62 2.80 1.40 1.50 

10月 76.9 83.5 3.74 4.01 1.65 2.24 

11月 99.5 88.6 4.93 5.36 1. 77 3.71 

12月 83.5 79.3 4.33 4.30 1.31 1.33 

昭和63年1月 71.7 78.7 3.61 2.89 1.52 1.40 

2月 66.9 59.8 3.88 3.37 1.08 0.95 

3月 57.3 63.5 3.48 3.44 0.21 0.80 

年平均 66.3:t16.6 * 74.7:tll.0* 3.86:t0.61 * 3.84:t0.68 * 1.79:t0.77 * 2.03:t0.85 * 
ι圃圃 ー-ー-

*標準偏差
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定結果を第10表に示した。昭和62年7月-9月以後の

原子炉室の壁における空間γ線線量率の最高値が高

いのは，原子炉自主定期検査による燃料検査および減

速水交換作業に伴うものと思われる。原子炉施設にお

けるエリアモニタにより測定した月間平均空間 γ線

線量率の変動を第11表に示した。原子炉運転中の平均

値，原子炉運転休止時(パックグラウンド)の平均値

および全平均値を示した。パックグラウンドは年平均

16.....;.，30μR/h (0.16--0.30)μSv/h)で原子炉運転中に

おける月間平均値の最高は原子炉遮蔽タンク上部で9

月の843μR/h(8.43μSv/h)で，値は実測値で示した。

3.2 空気中および水中放射能濃度の測定

3.2.1 空気中放射能濃度の測定

原子炉施設およびトレーサー・加速器棟における排

気口の空気中放射能濃度は富士電機製連続伊紙式ダス

トモニタを用いて測定し，第10，12表に担tl定結果をま

とめた。原子炉施設においては排気フィ Jレター後で連

続測定を， トレーサー・加速器棟においては施設使用

時に限って連続吸引測定を行った。原子炉施設および

トレーサー・加速器棟の管理区域内(炉室内および各

使用施設内)の空気中放射性物質濃度(全β放射能濃

第14表 トレーサー・加速器棟管理区域における空気中放射性物質濃度
単位:10-12μCi/cm3 

吸引中飽和値 吸引停止10時間後 吸引停止17時間後
年 月

範 囲 平均値 範 囲 平均値 範 囲 平均値

昭和62年4月 24.3 --74.3 36.9 4.15-7.86 5.13 2.37--3.93 2.90 

5月 17.4 -39.5 25.0 1.57-9.44 4.11 1.18--5.15 2.65 

6月 10.3 -31.6 22.8 1.31-5.05 3.03 0.75-3.28 1.84 
7月 12.3 -50.5 31.6 0.30-9.34 3.75 。- 7.78 2.45 

9月 13.4 -33.7 25.9 0.77-4.76 3.06 0.39-3.22 2.20 

10月 21.5 -50.0 35.6 2.74-15.。 7.91 0.58-11.2 3.85 

11月 21.1 -55.6 38.3 2.47-11.4 5.65 1.06--9.12 4.00 

12月 12.1 --64.9 36.7 1.56-6.33 4.24 1.17--4.34 2.53 

昭和63年1月 25.8 --61.4 40.0 1.50-7.91 4.33 1.17--5.57 3.04 

2月 18.1 -57.0 28.8 1.38-6.24 3.51 0.98-4.29 2.26 

3月 2.40-5.92 36.5 0.79-8.33 4.46 0.39-5.55 2.93 

年平均 32.6:1:6.0 * 4.47:1:1.39* 2.79:1:0.66 * 

*標準偏差

第15表周辺監視区域境界付近における空気中放射性物質濃度
単位:10-12μCi/cm3 

年 月 吸引中飽和値 吸引停止10時間後 吸引停止17時間後

昭和62年4月13日 18.1 0.79 0.40 

5月19日 18.0 1.17 0.39 

6月1日 18.0 1.37 0.79 

7月13日 13.5 1.54 0.77 

9月9日 14.4 1.56 1.17 

9月24日 36.4 0.53 0.53 

11月19日 28.6 一
12月14日 22.1 0.79 0.40 

昭和63年1月13日 26.4 一
2月13日 28.3 一 一
3月19日 34.0 0.74 0.59 

平 均 23.5:1:0.78* 1.06士0.40* 0.63:1:0.27 * 

*標準偏差
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度)測定を富士電機製固定済紙式ダストモニタ (NAD

-1， NHR) !とより行い，その結果を第13表および第
14表に示した。 これによると，原子炉施設の 1年間

の放射性物質濃度の平均値は，原子炉運転中および

休止時についてダスト吸引中の飽和値ではそれぞれ

6.63X10-11および 7.47X10-11μCijcm3 (2.45 X10-6， 

2.76 x10-6 Bq/cmりと休止時が若干高いがダスト吸

引停止17時間後では，ほぼ同じレベルになった。第10

表の空気中放射性物質濃度の値とー桁違うのは，管理

区域内の空気はそのまま吸引測定したのに対し，排気

口の放射性物質濃度はフィ Jレター通過後測定したもの

と思われる。第15表に原子力研究所原子炉施設周辺監

視区域境界付近における空気中放射性物質濃度を示し

た。吸引中飽和値の年平均値は2.4x10-11μCijcm3 

(8.9 X10-7 Bq/cmりであった。とれは自然放射核性

種であるラドン， トロン系の崩壊産物を含むもので後

述する第四表に示した原子炉の運転実績により計算で

求めた 41Arの濃度よりは大きい値となっている。

1) 排気口における平均放射性物質濃度

原子炉施設における昭和62年度の放射性気体廃棄物

の放出量を第16表に示した。ガスモニタによる実測値

はいずれの3月聞においても検出限界以下であったた

め，排気口における平均放射性物質濃度を1ワット原

子炉運転実績により計算で求めた。 UTR-KINKI，1 
ワットで運転した場合の 41Ar生成率を『放射線管理

マニュアノレJより 3.83μCi/hrとして

41Ar放出率 (μCijhr)

=41Ar生成率(μCijhr)x年間の運転実績(hr)/

当該期間の時間(365x 24hr) 

排気口の平均放射性濃度 (μCi/cm3)

= 41Ar放出率 (μCi/hr)/換気率 (cm3/hr)

とこで施設の換気率は 44.6m3/minである。近畿

大学原子炉施設における放射性気体廃棄物の放出管理

目標値は 41Ar生成率に，当施設の年間の最大運転実

績(1ワット時)1，200時間を乗じた年間 4，596μCi

(1.7 x108 Bq)である。今年度の放出量は管理目標値

以下であった。さらにとれらの放出実績をもとに周辺

監視区域境界付近における気体廃棄物のみによる被ば

く評価を以下 2)--4)により計算して第17表に示し

た。

2) 周辺監視区域境界付近の平均放射性物質濃度

気象条件として，大気安定度F，最多風向を北東と

第16表放射性気体廃棄物の放出量 (原子炉施設全体)

X 
実 測 値 計算による (41Ar)

全希ガス 1311 
運転実績 放出実績 放出率 排気口の平均濃度 備考

その他
(h) (Ci) (μCi/h) (μCi/cm3) 

昭和62年 検出限界
114.245 4.4X10-4 0.200 7.49X10-11 

4月--6月 以下

7月--9月 ノノ 200.098 7.7X10-4 0.347 13.0X1O-ll 

10月--12月 /ノ 216.278 8.3X10←4 0.375 14.0X1O-ll 

昭和63年
" 114.049 4.4X1O-4 0.200 7.47X1O-ll 

1月--3月

昭和62年度 ノノ 644.670 24.7X10-4 0.281 1.05 X 10-10 

第17表 原子炉施設の周辺監視区域境界付近における気体廃棄物による被ばく評価

期 間 |昭和62年度(昭和62年4月~昭和63年3月)

運転実績 644.670 hr 

放出実績 2.47 x 10-3 Ci 
放出率 0.281 μCi/hr 

排気口の平均放射性物質濃度 1.05X1O-10 μCi/cm3 

周辺監視区域付近の平均放射性物質濃度 1.24x10-14 μCi/cm3 

γ線外部被ばくによる全身被ばく線量 3.54X 10-5 mrem/y 

p線外部被ばく線量 9.61x1O-5 mrem/y 
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して原子炉から南西方向へ 70mの周辺監視区域境界

付近で最大濃度となる。風速 2.6m/secとして角田，

飯島の『英国法による濃度分布計算図J(JAERI-ll01) 

によると，高さ 16mの排気筒からの放出量 1Ci/hr 

(3.7 XI010 Bq/hr)，風速1m/sec，大気安定度Fの場

合の最大地表放射性物質濃度は約 1.15X 10-7 Ci/m3 

(4.26 XI03 Bq/m3)で，その出現地点は風下約 70m

である。

最大地表放射能濃度(Cijm3)

1.15X 1O-7(Cijm勺×排気口での放出率(Cijhr)
2.6 

3) γ線外部被ばくによる全身被ばく線量評価

大気安定度Fの場合，放出率 1Ci/hr (3.7 X 1010 

Bq/hr)，γ線エネルギー 1MeV，その時の風速1m

/sec，排気筒の高さ 16m~乙対しての放出点から最も

近い人家のある地点で予想される被ぼくは 30μrem

/hr (0.3μSv/hr) と計算される。被ばく線量評価の

うちα線の被ばくは含まずスカイシャインについては

問題とならない。

被ばく評価値(μrem/年間)

=30(μrem/hr)x平均41Ar放出率(Cijhr)

xCxt(hr)/2.6 

C:エネルギー補正係数1.242(41Arのγ線エネ

Jレギーに対する)

t 当該期間 (365x24 hr) 

近畿大学原子力研究所年報

2.6 調和平均風速 (m/sec)

4) β線外部被ばくによる全身被ばく線量評価

空気中放射性物質〈μCi/m3)が無限空聞に拡がって

いるとすると

空気により吸収されるエネルギー (erg/hr.g)

=平均放射性物質濃度A(μCijcm3)/空気の密度

ρ(g/cm3) X2.22X 106(!min.g) x 1壊変当り

の有効エネルギー(ヱ(E)，MeV)xPt/PaxO.5 

p :1.293xI0-3g/cm3 

ヱ(E) : 41Arのβ線の最大エネルギーから 1.212

MeV 

Pt/Pa :空気と組織の阻止能比 (0.885)

0.5 無限半球の雲に固まれたとする

β線による線量評価 (rem/y)

=O.883x 103A(rad/hr) =7. 74x 106A(rad/y) 

=7. 74x 106A(rem/y) 

3.2.2 廃水中の放射能濃度

廃水中の放射能濃度は放射線綜合モニタにより A-2

槽について連続測定し，排水溝へ放出する前には採水

法iとより測定を行った。原子炉施設およびトレーサー

.加速器棟における廃水中の全β放射能濃度を第18

表に示した。

乙れによると原子炉施設廃水は採水法による測定で

最高 8.6X10-SμCi/ml(3.2 X10-3 Bq/ml)で当所の

第四表廃水中の全β放射能濃度 単位:10-9μCi/ml 

原子炉施設 トレーサー・加速器棟
期 間

変動範囲 平 均 値 変動範囲 平 均 {直

昭和62年4月.........6月 5.7 ......... 8.6 7.2:tO.5* 12.9.........55.1 32.6:t21.2 * 

7月.........9月 3.7.........5.9 4.8土0.5 26.3.........36.1 31.2:t 6.9 

10月.........12月 2.3.........3.2 2.8:t0.3 37.8.........79.7 61.9:t21.6 

昭和63年1月.........3月 2.6.........4.3 3.3:t0.4 41.7.........49.0 45.4:t 5.2 

*標準偏差

第19表廃水試料の γ線核種分析結果 単位:10-9μCi/ml 

原 子 炉 施 設 トレーサー・加速器棟
期 間

137Cs 40K 137Cs 40K 

昭和62年6月 0.68土0.03* 7.67:t0.40 * 1.12:t0.04* 2.51土0.40*

9月 1.07:t0.03 2.43:t0.37 1.15:t0.04 2.42土0.39

12月 0.25:t0.03 1.43:t0.34 1.04:t0.03 2.80:t0.35 

昭和63年3月 0.43:t0.03 ND 0.57:t0.03 ND 

*計数誤差
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第20表減速水中の全β放射能濃度 単位:10-9μCi/ml 

北側燃料タンク 南側燃料タンク
期 間

変動範囲 平 均 値 変動範囲 平 均 値

昭和62年4月'""""6月 0.93'""""22.2 11.6 :t15.0 * 1.42-19.6 10.5 :t12.9* 

7月--9月 5.49 5.49 7.13 7.13 

10月--12月 9.41--18.6 5.64土 5.34 12.7 -16.7 14.7 :t 2.8 

昭和63年1月--3月 1.71'""""18.2 9.56:t 8.27 2.33--14.2 8.27土 5.94

*標準偏差

第21表減速水中の γ線核種分析結果
単位:10-9μCi/ml 

採取年月日

昭和62年8月

昭和63年 1月

3月

ND 

0.32土0.05*

0.27:1:0.04 

*計数誤差

廃水中の調査レベル以下であり，年間の放出量は0.15

μCi (5.5 x 103 Bq)であった。原子炉施設における放

射性液体廃棄物の放出管理目標値は 40K 換算で年間

1 mCi (3.7 x 107 Bq)で，昭和62年度においては充分

下廻っている。トレーサー・加速器棟の廃水について

は最高 7.97X 10-8 p，Ci/ml (2.9 X 10-3 Bq/ml) ，年間

の放出量は 4.88μCi0.8 X105 Bq) となった。廃水

試料のγ線核種分析結果を第四表に示したが，乙れに

よるといずれの施設においても 137CSが pCi/lオー

ダーの低レベルで，イ也に自然放射性核種である 40Kが

検出された。 γ線核種分析は環境試料水については約

第22表全β放射能表面汚染密度の月別変動
単位:10-9μCi/cm2 

年
原子炉

月 I::J トレーサー・加速器棟
施設

昭和62年4月1<11.21< 511(H-2室・流し)

5月1<3.481< 262(暗室・流し)

6月1<13.21< 254( 11 

7月1<3.731<3142(加速器室)

8月1<5.221<2639( 11 

9月1<2.981<9140( 11 ) 

10月1<12.41< 595(L-2室・流し)

11月1<4.221<48.9 (暗室・流し)

12月1<16.41<1156(加速器室)

昭和63年1月1<3.731< 28ICLー2室・流し)

2月1<4.271< 673(Lー2室・ドラフト)

3月1<18.21< 481(L-2室・流し)

20 i，植物試料は生体約 lkg，土壌については 200g

を採取し，それぞれ蒸発乾固物，灰分，乾土をプラス

チック容器〈や50mm)に入れ，真性 Ge半導体検出

器(有効体積 80ml，プリンストン ガンマテック社

製の同軸型)，誤u定系として NAIG社製多重波高分析

器，データの収集および解析にはヒューレットパッカ

第23表 スミア法による原子炉施設における
全β表面汚染密度

No. 調リ 定 位 置
全β表面汚染密度

(10-9μCi/cm2) 

洗面台付近 <12.4 

床
モニタ室

2 
管理区域境界付近 < 4.22 

床

3 床 < 2.48 
天 秤 室
4 サイドテープル < 3.73 

5 床 <18.2 
調リ 定 室
6 サイドテープル <18.2 

7暗 室 床 < 3.20 

8実 験 室 床 < 4.77 

9廊 下 床 < 4.27 

10 遮蔽タンク上 < 5.22 
原子炉室
11 床 < 1.54 

12核 燃 料 床 < 3.48 

13保管場所入口付近 < 1.99 

14コントロール室 床 <13.2 

15排気機械室 ダクト側壁 < 3.73 

16排水ポンプ室 ポ ンプ上 < 4.47 

17核 燃 料 入口付近・床 < 8.69 

18取扱場所 床 < 2.73 

19核燃料使用場所 床 < 9.44 
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ード社製 HP-45コンビュータを用い測定し， γ線ス も，年3回交換を行ったが，最高値は 2.22X 10-
8 
p.Ci 

ベクトJレ分析により核種分析を行った。検出器は 60CO /ml (8.2X10-4Bq/ml)で原子炉運転の稼働時聞によ

1332keVのγ線に対する相対検出効率は20%.半値 って減速水の全β放射能濃度は 0.93X10-
9
--2.23x 

巾は 2keVの特性をもつもので，密着状態で測定を 10-8μCi/ml (3.4x10-5--8.2 xlO-
4 
Bq/ml)に変動し

行った。原子炉燃料タンク 2槽 (60.e容〉中の減速水 ている。昭和62年度北側および南側燃料タンク内の減

の全β放射能濃度をローパックグラウンド 2?tガスフ 速水の交換時の使用済の減速水中の核種分析の結果を

ロー計数装置 (AlokaLBC-451)で測定し，その結果 第21表に示した。乙れによると検出された核種は 65Zn

を第20表に示した。乙れによると減速水は両タンクと のみで最高値は昭和63年1月および3月に採水のそれ
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第24表 スミア法によるトレーサー・加速器棟における全S表面汚染密度

No. 調リ 定 位 置
全β表面汚染密度

No. 調リ 定 位 置
全β表面汚染密度

(x 10-7μCi!cnf) (x 10-7μCi!cnf) 

1 R 1実験室 流し く0.688 21 低レベル実験室(L-l) 床 (1) < 0.561 
2 R 1実験室 床(1) <0.164 22 低レベル実験室(L-l) 床 (2) < 0.231 
3 R 1実験室 床 (2) <1.08 23 日音 室 流 し < 2.62 
4 R 1貯蔵室(2) 床 <2.01 24 暗 室 実験台 < 0.757 
5 廊 下(H室前) 床 <0.233 25 暗 室 床 < 0.452 
6 高レベル実験室(H-2)ドラフト <1.12 26 測定室 床(1) < 6.66 
7 高レベル実験室(H-2) 流 し <5.11 27 測定室 測定台(北) < 0.296 
8 高レベル実験室(H-2) 床 (1) <2.07 28 測定室 測定台(南) < 0.216 
9 高レベル実験室(H-2) 床 (2) <0.189 29 測定室 床 (2) < 0.117 
10 高レベル実験室(H-l)ドラフト <0.445 30 廊下(測定室前) 床 < 0.541 
11 高レベル実験室(H-1) 流 し <5.55 31 汚染検査室 床(1) < 0.243 
12 高レベル実験室(H-l) 床 (1) <0.500 32 汚染検査室 床 (2) < 1.31 
13 高レベル実験室(H-l) 床 (2) <0.206 33 汚染検査室 床 (3) < 0.956 
14 廊 下(L室前) 床 <0.514 34 汚染検査室 床 (4) < 0.114 
15 低レベル実験室(L-2)ドラフト く6.74 35 汚染検査室 測定台 < 0.0422 
16 低レベル実験室(L-2) 流 し <5.95 36 加速器操作室 床 < 0.0397 
17 低レベル実験室(L-2) 床 (1) <1.16 37 加速器室(入口) 床(1) <31.4 
18 低レベル実験室(L-2) 床 (2) <0.837 42 排気機械室(2F) ダクト付近 < 0.104 
19 低レベル実験室(L-l)ドラフト <0.139 43 排水ポンプ室 ポンプ付近 < 0.0298 
20 低レベル実験室(L-l) 流 し <0.286 44 トレーサー棟入口 床 < 0.0273 

第25表 スミア法によるトレーサー・加速器棟における3H表面汚染密度

No. 調t 定 位 置
3H表面汚染密度

No. 調リ 定 位 置
3H表面汚染密度

(x 10-7μCi!cnf) ( XlO-7μCi!cnf) 

R 1実験室 流し <27.3 23 日音 室 流 し < 9.77 
2 R 1実験室 床(1) <10.3 24 暗 室 実験台 < 7.37 
3 R 1実験室 床 (2) <12.1 25 日音 室 床 < 6.53 
4 R 1貯蔵室(2) 床 < 6.54 26 測定室 床(1) < 7.25 
5 廊 下(H室前) 床 < 3.40 27 測定室 測定台(北) < 1.60 
6 高レベル実験室(H-2)ドラフト <24.3 28 測定室 測定台(南) < 0.921 
7 高レベル実験室(H-2) 流 し <23.6 29 測定室 床(1) < 1.95 
8 高レベル実験室(H-2) 床 (1) < 4.30 30 廊下(測定室前) 床 <14.6 
9 高レベル実験室(H-2) 床 (2) < 4.10 31 汚染検査室 床(1) < 2.42 
10 高レベル実験室(H-l)ドラフト < 2.82 32 汚染検査室 床 (2) < 3.66 
11 高レベル実験室(H-l)流 し < 1.76 33 汚染検査室 床 (3) < 3.30 
12 高レベル実験室(H-l) 床 (1) < 3.08 34 汚染検査室 床 (4) < 1.04 
13 高レベル実験室(H-l) 床 (2) < 3.97 35 汚染検査室 測定台 < 0.618 
14 廊 下(L室前) 床 く 2.26 36 加速器操作室 床 < 0.734 
15 低レベル実験室(L-2) 流 し <15.5 37 加速器室(入口) 床(1) <32.7 
16 低レベル実験室(L-2) 床 (1) < 9.55 38 加速器室・ターゲット付近 <11.4 
17 低レベル実験室(L-2)ドラフト < .2.64 39 加速器室・ターゲット下台 <13.8 
18 低レベル実験室(L-2) 床 (2) < 5.90 40 加速器室・流し・床 <95.9 
19 低レベル実験室(L-1)ドラフト < 1.71 41 加速器室・床 <96.4 
20 低レベル実験室(L-l) 流 し < 0.878 42 排気機械室(2F) ダクト付近 < 5.21 
21 低レベル実験室(L-l) 床 (1) < 4.87 43 排水ポンプ室 ポンプ付近 < 0.535 
22 低レベル実験室(L-l) 床 (2) < 1.46 44 トレーサー棟入口 床 < 0.909 
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ぞれSタンクおよびNタンク減速水の 65Znで 0.32

pCijl (0.012 Bq/わであった。乙れらはいずれも燃料

体および燃料タンクの材料である Al中の成分の放射

化によって生成されたものと思われる。

3.3 表面汚染密度の測定

原子炉施設およびトレーサー・加速器棟の管理区域

内(第5，6図)における床， ドラフト，流しおよび

実験台の表面汚染密度の測定はサーベィ法およびスミ

ア法によって定期的に行った。スミア法による表面汚

染密度の測定は全β放射能濃度をアロカ製27tガスフ

ロー・ローパックグラウンド計数装置 (LBC-451)に

より， 3H による表面汚染密度についてはパッカード

社製液体ジンチレーγョン計数装置 (Tri-carb3380) 

によって行った。 1ヶ月に 1回，原子炉施設18定点，

トレーサー・加速器棟44定点について測定を行った。

スミア法による表面汚染密度の測定結果を第22.....，25表

に示した。原子炉施設における最高値は1.8X10-8 

μCijcm2 (6.7 XlO-4 Bq/cm2) と調査レベルの1/1000

以下であり，顕著な表面汚染の事例は無かった。若干

高かったのはビニーJレジートを敷いたサイドテープJレ

上の静電作用lとより吸着したラドン， トロン娘核種の

放射能によるものと思われる230トレーサー・加速器棟

の加速器室以外における最高値は L-2室ドラフトで
6.7 X 10-1 p，Cij cm2 (0.025 Bq/ cmりを示したが，これ

は調査レベソレ以下であったし，また汚染した個所につ

いては再度測定の結果，除染され全くパックグラウン

ドレベルに低下したととを確認した。昭和62年度の中

性子発生装置の運転利用実績は26.34時間であった。

加速器室内 6測定点における唄表面汚染密度の最高

値は9.6X10ーらCijcm2(0.36 Bq/cmりで加速器室外

近畿大学原子力研究所年報

への汚染の拡大はなかった。昭和62年度に放射性汚染

の異常例はなかった。

4. 野外管理

野外管理は近畿大学原子力研究所原子炉施設保安規

定に定めるサンプリング地点(第7図)において，環

。測定点

第7図原子炉施設周辺における測定点

第26表環境γ線線量率の変動(昭和62年4月~昭和63年3月)

No. 潰d 定 位 置 変動範囲 (μR/h) 年 平 均 (μR/h)

1 原子炉より北西 40m 7.50-12.64 8.72:t1.47 * 

2 原子炉より北東 50m 7.39-10.53 8.57:t0.90 * 

3 原子炉より南西 50m 6.27-9.20 7.83士0.95*

4 原子炉より南東 50m 7.70-9.42 8.64:t0.53 * 

5 原子炉より南 100m 6.01-8.38 7 .46:t0. 78 * 

6 原子炉より北東 300m 6.95-11.33 8.61:t 1.30 * 

7 原子炉より北東 1500m 6.87-9.24 8.11:t0.77 * 

8 原子炉より北西 500m 7.13-9.88 8.19土0.81* 

9 原子炉より北東 700m 8.01-10.99 9.06:t1.06 * 

10 原子炉より西 900m 7.73-9.68 8.50土0.60*

11 原子炉より北西(6F) 50m 6.35-8.92 7. 70:t0. 77 * 

*標準偏差
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第27表陸水の放射能(昭和62年4月~昭和63年3月)

蒸発残溢量 カリウム含有量 全 β放射能濃度

採水場所 (mg/l) (mg/l) (10-9μCi!ml) 

変動範囲 平均値 変動範囲 平均 値 変動範囲 平均値

上小阪下水処理場 301--419 359土 49* 9.50--18.。13.3 :!:3.56 * 7.81--13.1 7.29:!:1.95 * 
原子力研究所前 260--549 380:!:126 * 7.00--9.00 8.38:!:0.95 * 8.17--20.5 12.8 :!:5.35 * 

原子力研究所上流 296--410 340:!: 55 * 6.13--17.8 11.4 :!:5.31 * 7.6 --9.10 8.44:!:0.66* 

*標準偏差

第28表植物の放射能(昭和62年4月~昭和63年3月)

乾物当灰分(%)
灰分当カリウム

採取場所 種類 生体水分(%)
(%) 

73.4--81.6 
上小阪下水処理場 きく科

(77. 7:!:3.38 * ) 

いね科
71.9--82.8 

たで科
(79.1:!:4.23 *) 

原子力研究所前
ひえ科

54.5--91.2 
つばき科

(72.8:!:26.0 * ) 

( )平均値 *標準偏差

第29表排水系路における沈泥土の全S放射能濃度
(昭和62年4月~昭和63年3月)

単位:10-6μCi!g乾土

採 取 地 変動範囲 平均値

上小阪下水処理場 20.5--22.1 21.4:!:0.68 * 

原子力研究所前 21.0--26.2 23.6:!:2.16 

原子力研究所上流 22.2--24.9 23.3:!:1.22 

*標準偏差

6.0--14.4 23.8--37.8 

(9.22:!:3.64 * )' (30.1:!:6.50 *) 

3.6--16.6 30.0--43.。
01.0:!:5.51 * ) (35.3:!:4.49 * ) 

3.4--5.5 5.8--10.3 

(4.4:!:1.5 *) (8.0士3.2*) 

第30表陸水試料の γ放射性核種濃度

採取場所 採取年月 40K 214Bi 

昭和62年6月 5.49士0.42 ND 

9月 3.04:!:0.34 0.11:!:0.03 

12月 14.1 :!:0.49 ND 

昭和63年3月 11.6 :!:0.43 ND 

昭和62年6月 3.79:!:0.39 ND 

9月 7.24:!:0.22 0.42:!:0.02 

12月 5.32:!:0.42 0.14:!:0.04 

昭和63年3月 8.55土0.41 ND 

昭和62年6月 5~30:!:0.44 ND 

9月 6.40:!:0.47 ND 

12月 6.73:!:0.46 ND 

昭和63年3月 13.7土0.45 ND 

ND:検出限界以下

全β放射能濃度

(10-6μCi!g-灰分)

143--204 

086:!:29.3 *) 

170--261 

(224土32.0*) 

67.1--82.8 

(75.0土11.1*)

単位:pCi!l 

137CS 

ND 

ND 

ND 

ND 

ND 

0.40土0.02

ND 

ND 

ND 

ND 

ND 

ND 



森嶋他:放射線管理

境γ線線量率は1ヶ月間の積算線量を基に計算lとよ

り，陸水，植物および排水溝の洗泥土などの環境試料

中の全 β放射能濃度は 3月聞に1固定期的に測定を

(0.060-0.113μSv/h)と変動し，顕著に高いレベノレ

の場所はなかった。

行った。 4.2 環境試料中の全β放射能濃度

原子炉施設およびトレーサー・加速器棟よりの排水

4.1 環境r線線量率 経路に沿ったサンプリング地点，原研前および原子炉

環境γ線線量率の測定は TLD(UD-200S)を用い， より1.5kmにある小阪下水処理場において採取した

原子炉施設を中心に1.5kmの範囲内11サンプリング 陸水，植物および排水溝の枕泥土の全β放射能濃度を

地点に 1月間設置して測定した積算線量より月平均 γ 第27-29表に示した。陸水の全β放射能濃度は(7.6-

線線量率を計算し，第26表，第8図に年間の変動を示 20.5) x10一切Ci/ml((2.8-7.6) XlO-4 Bq/ml)であ

した。これによると原子炉周辺監視区域内の γ線線量 った。植物試料は，きく科，いね科，ひえ科などの下

率は 6.3-12.6μR/h(0.063--0.126μSv/h) ，原子炉 草および，つばき科について調査し，とれらの植物の

施設敷地外のモニタリング地点では 6.0-11.3μR/h 葉茎部の全β放射能濃度で示し， (6.7-26.1) x10-5 

第31表植物試料の γ放射性核種濃度 単位:pCi/kg 

採取
採取年月 試料種類 40K 212Pb 214Pb 214Bi 7Be 137Cs 

場所

昭和62年6月 カモジクサ体945.9:t76.5 ND ND ND 347.7:t25.6 ND 

9月 イノコヅチ 7243.4:t 247 ND ND ND ND 10.5:t2.10 

カモジクサ 5360.7土60.7 ND ND 9.42:t3.1 60.9:t17.8 ND 

昭和63年3月 タンポポ 6196.7土256 ND ND ND 1848.7:t69.4 ND 

昭和62年12月 ツノぜキ i2649.6:t65.5 99.3:t4.2 43.0:t4.6 46.6土4.9 99.1土24.8 ND 

昭和63年3月 ツバキ 2134.2:t53.4 84.4:t3.9 52.6:t4.4 64.9:t4.7 116.7:t18.9 4.99:t2.16 

昭和62年6月 ヒメジオン 3685.2土80.9 ND ND ND 451.9:t36.8 ND 

9月 タンポポ 4553.3:t72.9 ND 11.3:t3.6 18.1:t3.7 117.0:t20.9 5.67:t1.81 

12月 ヒメジオン 3798.5土90.5 ND ND ND 531.2:t37.2 ND 

昭和63年3月 ヒメジオン 3842.2 :t88.4 ND ND ND 357.8:t33.8 ND 

ND:検出限界以下

第32表河川沈泥土試料の γ放射性核種濃度 単位:pCi!kg乾土

採取
採取年月 226Ra 212Pb 214Pb 208Tl 214Bi 137CS 40K 

場所

昭和62年6月585.1:t 137.4 406.5:t16.1 243.4:t 17.9 398.0:t27.0 233.2:t 19.4 69.2:t 9.9 17570.0:t307.5 

9月509.3土135.5386.5土15.8223.0土17.6367.2:t26.4 234.9:t 19.2 59.5:t 9.8 16979.9:t302.3 

12月 ND 366.0:t15.2 195.5:t16.6 327.7土24.1195.2:t 17.4 34.0土 8.618405.8:t 295.8 

昭和63年3月 ND 252.4:t 16.6 111.2:t18.5 205.5:t26.4 117.5:t19.1 32.4:t 9.9 19780.5:t316.5 

昭和62年6月675.8:t133.3 409.2:t 15.6 171.7:t16.7 356.1 :t26.1 228.1:t18.5 113.0:t10.3 18332.7 :t 306.9 

9月 ND 290.5:t 14.3 162.9:t15.7 299.8:t23.9 193.2:t17 .3 72.1:t 9.2 18312.1:t296.7 

12月655.0:t 147.9 421.6土17.1180.7土18.6320.8:t26.7 202.3土19.4 46.6:t10.0 17065.5:t312.6 

昭和63年3月682.7:t 149.4 394.8土17.2165.2:t18.6 358.1 :t 27 .4 196.7:t 19.6 37.6:t 9.9 18516.9:t296.3 

昭和62年6月543.3:t 170.1 417.4:t19.6 187.5:t21.5 352.1 :t32.1 224.9:t23.7 98.1:t10.0 18436.8土331.9

9月677.9:t159.7 384.7:t18.2 241.4土20.5314.6土30.。248.8士22.0 66.2土11.316038.0:t 332.3 
12月540.3:t 152.9 381.5土17.5218.0:t19.5 316.4:t27.9 221.9:t20.4 46.0:t1O.2 16875.6:t319.6 

昭和63年3月 ND 288.2土18.8150.9:t21.1 258.8土30.3160.2土21.7 17.1:t11.1 18371.7:t330.7 

ND:検出限界以下
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μCijg灰分 ((2.5--9.7}Bq/g灰分)であった。採取

場所，採取時期によって同一種を試料とする乙とがむ

つかしいため全β放射能濃度変動が大きい。一年を

通じて採取が可能なものとして"つばき"を選んだが

放射能濃度はおよそ1/3となっているが，乙れは全β

放射能濃度はカリウム含有量に大きく左右されている

乙とに起因している。排水溝など沈泥土についても

(2.1--2.6) XlO-5μCijg乾土(0.78--0.96Bq/g乾土)

と採取地による差はあまりなかった。

4.3 環境試料のr線接種分析
陸水および、植物の γ線核種分析結果を第30--32表に

示した。陸水試料について，検出された核種は40Kな

ど自然放射性核種などおよび若干の 137Csであった。

植物試料の γ線核種分析の結果，検出された核種は

40K， 7Beなどの自然放射性核種の他 137CSであったo

137CS濃度は検出限界付近であるが，前年度のチェJレ

ノブイリ原発事故の影響川}が若干残っているように

思われる。カモジクサなど下草類と"ツバキ"につい

ての核種分析結果の相違は全β放射能濃度について

もみられるように下草の 40K濃度が"ツバキ"の濃

度の2--3倍高い値を示した。また Th，U系列の崩

近畿大学原子力研究所年報

壊産物である 212Pb，214Pb， 214Biが"ツバキ"に顕著

に検出された。

5. まとめ

昭和62年度の原子炉施設およびトレーサー・加速器

棟における放射線管理に関する結果の概要を報告し

た。昭和61年4月26日未明にチェノレノブイリ原発事故

が発生したが，原子炉施設周辺の定期の環境放射能調

査において，長半減期核種である 137Csが若干，陸水

および植物試料に検出され事故の影響がまだ残ってい

ると思われる。
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